
厚生労働大臣 殿
令和 6 年 5 月 8 日

機関名 国立研究開発法人
同立同際医療研究センタ ー

所属研究機関長 職 名 理事長

氏 名 國土典宏

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 がん対策推進総合研究事業

2. 研究課題名 小児． AYA 世代のがん， 験者の健康アウトカムの •および根治困 ながんと

診断された AYA 世もの患者・,......_

族の生活の ー の向上に資する研究 23EA1017

3. 研究者名 （所属部署・職名）センタ ー病院乳腺・腫瘍内科・診療科長l医長

熊がん総合診療センタ ー・センタ ー長

（氏名・ フリガナ）清水 千佳子（シミズ チカコ）

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 佃ヽ• • ヽ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理 国立国際医療研究センタ ー ・
． 口 ． 

指針(※3) 倫理審査委員会

造伝了·治療等臨床研究に関する指針 D ． 口

原生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口
等の実施に関する基本指針
その他、該 ‘与する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口

その他（特記事項）

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOi委員会設置の有無

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無

当研究に係るCOiについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の楊合はその理111:

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理山：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

•分担研究者の所属する機関の虻も作成すること 、9

口

口

口

口

） 

） 

） 

） 

（別添 ６）



令和6年 4月11日
厚生労働大臣

（国立医薬品食品衛生研究所長）
（国立保健医療科学院長）

殿

機関名

所属研究機関長 職

氏

名

名

国立大学法人広島大学

学長

越智 澁

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名

2.研究課題名

がん対策推進総合研究事業

小児 •AYA ‘のがん 験 の健 アウトカムの および根治
....

ながんと診 され

たAYA世代の患者・家族の生活の質の向上に資する研究(23EA1017)

3. 研究者名 （所展部署・職名） 広島大学原爆放射線医科学研究所・教授

（氏名・フリガナ） -
E 辰一夫 ・ イチノへ タツォ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※l)

有 鉦‘‘‘‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
口 ． 口 口

指針(※3)

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委貝会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、 その理由を記載すること。
(※3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」、 「臨床研究に岡する倫理指針」、 「 ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針」、 「 人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■

6. 利益相反の管理

未受講 □

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるCOi委員会設證の有無 有 ■ 無口（無の場合は委託先機関： ） 

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由： ） 

当研究に係るCOiについての指導・管理の有無 有 □ 無■ （有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ・該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長）―殿
（国立保健医療科学院長）

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

令和6 年 4 月 1 5 日

聖路加国際大学

学長

堀内 成子

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 がん対策推進総合研究事業

2. 研究課題名 小児．AYA世代のがん経験者の健康アウトカムの改善および根治困難ながんと診断

されたAYA世代の患者・家族の生活の質の向上に資する研究 (23EA1017)

3. 研究者名 （所属部署・職名） 聖路加国際病院・部長

（麟・フリガナ）

4. 倫理審査の状況

小澄美和・オザワ ミワ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
． 口 ． 聖路加国際大学 口

指針(※3)

迪伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委貝会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針」、 「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOi委員会設懺の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指尊・管理の有無

（留意事項） ・該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

2024年 4月 9日

機関名 兵庫県立大学

所属研究機関長 職 名 理事長

氏 名 國＿井 総一郎

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及ぴ利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 がん対策推進総合研究事業

2.研究課題名 小児•AYA世代のがん経験者の健康アウトカムの改善および根治困難ながんと診断され

たAYA世代の患者：家族の生活の質の向上に資する研究(23EA1017)

3. 研究者名 （所属部署・職名） 看護学部 ・ 教授

（氏名・フリガナ） 川崎 優子 ・ カワサキ ュウコ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※))

有 価9•ヽヽ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
． 口 口 ． 

指針(※3)

迪伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 □ 
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）
患者会へのアンケ ート調査は、 アンケ ート内容が確定後に倫理委 会での

,..,＊

査を申哨を行う予定である。
(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること＂
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、 「 ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、 「 人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

当研究機関におけるCOi委員会設骰の有無 有 ■ 無口（無の場合は委託先機関：

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

当研究に係るCOiについての指禅・管理の有無 有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

令和6年4月1 9日

機関名 公立大学法人福島県立医科大学

所属研究機関長 職 名 理事長

氏 名 竹之下誠一

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及ぴ利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 がん対策推進総合研究事業

2. 研究課題名 小児 •AYA 世代のがん経験者の健康アウトカムの改善およぴ根治困難ながんと診断され

た AYA 世代の患者・家族の生活の質の向上に資する研究(23EA1017)

3. 研究者名 （所属部署・職名）地域・家庭医療学講座 講師

（氏名・フリガナ）菅家智史・カンケ サトシ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 鉦‘`‘‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
口 ． 口 口

指針(※3)

追伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 仁］等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 口 ． □ 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、 その理由を記載すること。

(※3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」、 「臨床研究に関する倫理指針」、 「 ヒトゲノム ・迫伝子解析研究に関する倫理指針」、 「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、 当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

当研究機関におけるCOI委員会設個の有無 有 ■ 無口（無の場合は委託先機関：

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

当研究に係るCOiについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

） 

） 

） 

） 



2024年04月01日
厚生労働大臣

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

機関名 国立研究開発法人国立がん研究センタ ー

所属研究機関長 職 名理事長

氏 名 中釜 斉

次の職員の（令和） 5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。

1. 研究事業名 がん対策推進総合研究事業

2. 研究課題名 小児． AYA世代のがん経験者の健康アウトカムの改善および根治困難ながんと

診断されたAYA世代の患者・家族の生活の質の向上に資する研究

3. 研究者名 （所属部署・職名）

（氏名＿•フリガナ）

4. 倫理審査の状況

中央病院 腫瘍内科・医員

小島 勇貴・コジマ ユウキ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 鉦‘`‘‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫
口 ． 口 口

理指針(※3)

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）
(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」、 「臨床研究に関する倫理指針」、「 ヒトゲノム・迪伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講 □

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無

当研究に係るCOiについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

2024年04月01日

機関名 国立研究開発法人国立がん研究センタ ー

所属研究機関長 職 名理事長

氏 名 中釜 斉

次の職員の（令和） 5年度厚生労働科学研究黄の調査研究における、倫理審査状況及ぴ利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。

1. 研究事業名

2. 研究課題名

がん対策推進総合研究事業

小児•AYA世代のがん経験者の健康アウトカムの改善およぴ根治困難ながんと

診断されたAYA世代の患者・家族の生活の質の向上に資する研究 (23EA1017) 

3. 研究者名 （所属部署・職名） サポーティプケアセンタ ー ・副サポーティプケアセンタ ー長

（氏名・フリガナ） 坂本 はと恵・サカモト ハトエ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記人(※I)

有 佃‘‘‘‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
口 ． □ 

指針(※3)

迫伝＋治療等臨床研究に関する指針 亡l ■ ロ 亡l

原生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 D 
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記人すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遠守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること，

その他（特記事項）

(※2)未審査に楊合は、その雌由を記載すること。
(※3)点止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、 「 ヒトゲノム・逍伝十解折研究に関する倫理指針」、 「人を対

象とする医学系研究に関する 倫理指針」に準拠する場合は、当該項1=1に記入することa

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に閑する規定の策定

当研究機関におけるCOi委員会設個の有無

当研究に係るCOiについての報告・審企の有無

当研究に係るCOTについての指洋・管理のh無

（留意1t項） ．該当する口にチェックを人れること。

有 ■ 無 □ （無の楊合はその理山：

有 ■ 無 □ （無の場合は委托先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理出：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

） 

） 

） 

） 



令和6年 4 月 3 日
厚生労働大臣

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科栄院長）

機関名 キャンサー・ソリュ ー ションズ株式会社

所属研究機関長 職 名 代表取締役社長

氏 名 桜井 なおみ

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 がん対策推進総合研究事業

2.研究課題名 小児•AYA世代のがん経験者の健康アウトカムの改善および根治困難ながんと診断され

たAYA世代の患者・一族の生活の質の向上に資する研究 (23EA1017)

3. 研究者名 （所属部署・職名） なし ・ 代表取締役社長

（氏名・フリガナ） 桜井 なおみ ・ （サクライ ナオミ）

4.倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 紐‘‘‘‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
． D 口 ． 

指針(※3)

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
D ． 口 口

等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 口 ． 口 口

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり避守すぺき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項） 患者会への アンケー ト調査は、アンケー ト内容が確定後に倫理委会での 査申請を行う予定である
(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「 ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針」、 「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受講口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設骰の有無

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無

当研究に係るCORについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有口 無 ■ （有の場合はその内容：

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣 殿
令和6 年 5 月8日

機関名 国立研究開発法人
国立国際医療研究センタ ー

所属研究機関長 職 名 理事長

氏 名 國土典宏

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 がん対＿策推進_,�合研究事業

2. 研究課題名 小児．AYA世代のがん（晶験者の健康アウトカムの改並ぉよび根治困難ながんと

診断されたAYA世代の患者・家族の生活の質の向上に資する研究 (23EA1017)

3. 研究者名 （所属部署・職名）センタ ー病院がん総合診療センタ ーがん総合内科診療科・

がん総合内科診療科長：l医長兼乳腺・腫瘍内科・医師

（氏名・フリガナ）下村昭彦（シモムラアキヒコ）

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場介のみ記入(※I)

有 侑‘‘‘t‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理 国立国際医療研究センタ ー ・
． 口 ． 

指針(※3) 倫理審査委員会

造伝了・治療等臨床研究に関する指針 口 ． □ 

原生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
（指針の名称： ） 口 ． 口

その他（特記事項）

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受講 □

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOi委員会設世の有無

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無

当研究に係るCOiについての指導・管理の有無

（留意宰項） ・該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無□（無の場合はその理 Ill:

有 ■ 無□（無の場介は委託先機関：

有 ■ 無□（無の場合はその理山：

有□ 無 ■ （有の場合はその内容：

•分担研究者の所屈する機関の北も作成すること ，9

口

仁l

口

口

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

2024年4月4日

機関名 聖マリアンナ医科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名北川 博昭

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、 倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。

1. 研究事業名 がん対策推進総合研究事業

2. 研究課題名 小児•AYA世代のがん経験者の健康アウトカムの改善および根治困難ながんと診断

されたAYA世代の患者・家族の生活の質の向上に資する研究(23EA1017)

3. 研究者名 （所属部署・職名） 産婦人科学・主任教授

（氏名・フリガナ） 鈴木 直・スズキ ナオ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫
． 口 口 ． 

理指針(※3)

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 口

等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、 その理由を記載すること。
(※3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」、 「臨床研究に関する倫理指針」、「 ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受購口

6. 利益相反の管理

当研究機関における COI の管理に関する規定の策定

当研究機関における COI 委員会設置の有無

当研究に係る COi についての報告・審査の有無

当研究に係る COi についての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

） 

） 

） 

） 



令和6年4月1日
厚生労働大臣 殿

地方独立行政法人大阪府立病院機構
機関名 大阪国際がんセンター

所属研究機関長 職 名 総 長
氏 名 松浦一成昭

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

がん対策推進総合研究事業1. 研究事業名

2. 研究課題名 小児•AYA世代のがん経験者の健康アウトカムの改善および根治困難ながんと

診断されたAYA世代の患者・家族の生活の質の向上に資する研究

3. 研究者名 （所属部署・職名）

（氏名・フリガナ）

4. 倫理審査の状況

血液内科・診療主任

多田 雄真・タダ ユウマ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記人(※I)

有 ‘匂‘‘E‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
． □ 口 国立国際医療研究センタ ー

指針(※3)

遣伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． コ 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． こl 口

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すぺき倫理指針に関する倫理委貝会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一 部名：しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）
患 ムヘのアンケー ト；；p 査は アンケー ト内容が •定パ に 理 会での 査を，，―

-予定
(※2)木審査に場合は、その理由を記戟すること。
(※3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」、 「臨床研究に関する倫理指針J、 「 ヒトゲノム・遺伝＋解析研究に関する倫理指針」、 「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOi委員会設睦の有無

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無

当研究に係るCOiについての指浮・管理の有無

（留意事項） ・該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の場合はその理出：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有● 無 □ （無の場合はその理山：

有 □ 無 ■ （打の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和6年4月1日
厚生労働大臣 殿

地方独立行政法人大阪府立病院機構
機関名 大阪国際がんセンタ ー

所属研究機関長 職 名 総 長
氏 名 松浦 成昭

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名

2. 研究課題名

がん対策推進総合研究事業

小児•AYA世代のがん経験者の健康アウトカムの改善および根治困難ながんと

診断されたAYA世代の患者・家族の生活の質の向上に資する研究

3. 研究者名 （所属部署・職名）

（氏名・フリガナ）

4. 倫理審査の状況

がん対策センタ ー政策情報部・部長補佐

中田 佳世・ナカタ カヨ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 信‘‘‘£‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
． 口 口 国立国際医療研究センタ ー ． 

指針(※3)

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
口 ． 口 口

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委貝会の審査が済んでいる坦合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）
患 ムヘのアンケー ト％査は アンケー ト内容が 定パ に 理委

ー

会での 査を行 ～予定
(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「 ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に湘拠する場合は、当該項目に記人すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受諧口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOi委員会設個の有無

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無

当研究に係るCOiについての指洋・管理の有無

（留意事項） ・該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無口（無の場合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

令和6年 4 月 17 日

機関名独立行政法人国立病院機構
名古屋医療センタ ー

所属研究機関長 職 名院長

氏 名 小寺 泰弘

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 がん対策推進総合研究事業

2. 研究課題名 小児 •AYA 世代のがん経験者の健康アウトカムの改善およぴ根治困難ながんと診断され

た AYA 世代の患者・家族の生活の質の向上に資する研究(23EA1017)

3. 研究者名 （所属部署・職名） 小児科・医長

（氏名・フリガナ）

4. 倫理審査の状況

前田 尚子

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
． 口 口 ． 

指針(※3)

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 口

等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）患者会へのアンケー ト調査は、アンケー ト内容が確定後に倫理委員会での審査を申請を行う予定である
(※2)未審査に場合は、 その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、 「臨床研究に関する倫理指針」、 「 ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針」、 「 人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOiについての指尊・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無口（無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



2024年 4月 9日

厚生労働大臣
（国立医栗品食品衛生研究所長）
（国立保純医療科学院長）

殿

機関名

所属研究機関長 職

氏

名

名

兵庫県立大学

理事長

國井 総一郎

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及ぴ利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名

2.研究課題名

がん対策推進総合研究事業

小児 •AYA 世代のがん経験者の健康アウトカムの改善およぴ根治困難ながんと診断され

た AYA 世代の患者・家族の生活の質の向上に資する研究(23EA1017)

3. 研究者名 （所属部署・職名） 看護学部 教授

（氏名・フリガナ）

4. 倫理審査の状況

丸 泣恵 マル ミツェ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※ 1)

有 価ヽ•ヽヽ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
． 口 口 ． 

指針(※3)

迪伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． □ 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）
患者会へのアンケー ト調査は、 アンケ ー ト内容が確定後に倫理委

=

会での 査を申請を行う予定である。
(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、 「 ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針」、「 人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

1 受講 ■

5. 

I研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

未受講口

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定 有 ■ 無□（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるCOI委員会設證の有無 有 ■ 無口（無の場合は委託先機関： ） 

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無 有 ■ 無口（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有口 無 ■ （有の場合はその内容： ） 



令和6年4月1日
厚生労働大臣 殿

地方独立行政法人大阪府立病院機構
機関名 大阪国際がんセンタ ー

所属研究機関長 職 名 総 長
氏 名 松浦一成昭

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名

2. 研究課題名

がん対策推進総合研究事業

小児•AYA世代のがん経験者の健康アウトカムの改善および根治困難ながんと

診断されたAYA世代の患者・家族の生活の質の向上に資する研究

3. 研究者名 （所属部署・職名）

（氏名・フリガナ）

4. 倫理審査の状況

成人病ドック科・主任部長

向井幹夫・ムカイ ミキオ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
． 口 口 国立国際医療研究センタ ー ． 

指針(※3)

遣伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ■ コ ロ

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． コ 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 口 ． コ 口

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委貝会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）
患 ムヘのアンケード査は アンケー ト内容が 定後に倫理委 会での 査を，，

―

,.予定
(※2)未審査に場合は、その理由を記戟すること。
(※3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」、「 臨床研究に関する倫理指針」、「 ヒトゲノム・迫伝＋解析研究に関する倫理指針」、「 人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に郡拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受講 □

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOi委員会設個の有無

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無

（留意事項） ・該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無口（無の場合はその理出：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の揚合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の此も作成すること。

） 

） 

） 

） 



2024年 4月 9日
厚生労働大臣

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科労院長）

機関名 聖隷三方原病院

所属研究機関長 職 名 病院長

氏 名 山本 貴道

次の職員の令和5年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及ぴ利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 がん対策推進総合研究事業

2.研究課題名 小児•AYA世代のがん経験者の健康アウトカムの改善およぴ根治困難ながんと診断され

たAYA世代の患者・家族の生活の質の向上に資する研究(23EA1017)

3. 研究者名 （所属部署・職名） 緩和支持治療科 ・ 部長

（氏名・フリガナ） 森雅紀ー：＿モリ マサノリ

4.倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 鉦‘‘‘‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
． 口 口 ． 

指針(※3)

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すぺき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）
患者会へのアンケ ー ト調査は、 アンケ ー ト内容が 定後に倫理委 会での 査を申請を行う予定である

(※2)未審査に場合は、 その理由を記載すること。
(※3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」、 「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針J、 「 人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCO Iの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

当研究機関におけるCOi委員会設置の有無 有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

当研究に係るCOiについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

） 

） 

） 

） 




